
『田植えの時期ならではの風景を見に行こう』と

いうことで、磯砂山（五箇地域）の登山に行きまし

た。快晴の中、鳥の鳴き声に癒されながら進むこと

約４０分、登頂したのが朝７時３０分頃でした。

この日は、久美浜町から丹後町まで見渡すことが出

来るほど空気が澄んでいました。峰山町や大宮町の

方を眺めると、水が張られた田んぼがキラキラと鏡

のように輝き、米作りが身近な丹後ならではの美し

い田園風景を眺めることができました。山頂でコー

ヒーを淹れてゆったりとした時間を過ごしつつ、仲

間と一緒に今後の将来について楽しく語り合いまし

た。

磯砂山は、少しずつ季節に合わせて景色が移ろい
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谷口 理恵さん
９歳の頃にマリンバに出会い、現在は演奏者と
してご活躍され、後進の指導もされています。

田植えの季節到来！ 磯砂山から眺める田園風景
でおり、飽きのこない丹後半島の美しい景色を眺

めることができます。登山道はなかなか急で息が

上がりますが、良い運動にもなります。人との距

離間隔を開けることやマスク着用等など注意すべ

き点はありますが、運動不足とストレス解消の

ためにも登

山を通して、
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か。
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